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秋田県におけるスギ花粉の血清疫学的研究（第2報）

笹嶋 肇＊原田誠三郎＊森田盛大＊井谷 修＊＊

I 緒 言 表1 スギ花粉IgE抗体検査結果（町・年代別）

我々は，先に，東由利町住民におけるスギ花粉感作状

況（スギ花粉特異的 lgE抗体陽性率）と本荘由利地域を

対象とする由利組合総合病院における外来スギ花粉症患

者の発生状況などについて報告1)した．

今回は，山間部の東由利町と日本海沿岸部に位置する

金浦町の一般健康者を対象として行ったスギ花粉特異的

lgE抗体の保打調査結果を報告する．

II 材料と方法

A.被検血清

1989年6月26日から 8月23日にかけて採取した，秋

川県由利郡東由利町の什民2,571名（男性1,148名，女t'I

1,428名）と同郡金油町の住民677名（男 251名，女426

名）の合計3,248名の血清を用いた．

B. スギ花粉特異的 lgE抗体の測定

既報1)に準じた．
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図1. スギ花粉IgE抗体陽性率の年代別比較
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(2,571) (2,327) (28) (164) (52) (216) (8.4) 

合 計 3,248 2,972 35 185 56 241 7.4 

1.スギ花粉特楳的IgE抗体の検査結果を表 l及び図
1に示した．東由利町と金浦町の陽性率を見ると，東由

利町では8.4%,金浦町では 3.7％を示し，東由利町にお

ける抗体陽性率が行意に (P<0.05)閻かった．なお，全

体の抗体陽性率は7.4％であった．

2. 次に年代別の抗体陽性率をみると，図2に示した

ように，東由利町では 20歳代でピークを示し，以卜-30
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図2.検査対象者年代構成及び RASTscore分布

歳代の 19.3%,40歳代の9.4％，及ひ50歳代の6.3%と

加齢と共に減少仙向を不した．一方，金浦町ては 30歳

代が 17.8%でビークを示し， 次いで20歳代の 10.0%,

70歳代の 4.6%, 40歳代の 3.9%の順であった．なお，

50歳代及び60歳代では東由利町の力が金油町より在意

に(p<0.05)抗体陽性率か高かった．

3. また性別の陽性率では， 東由利町の 30歳代から

70歳代までの年代で，いずれも男性の方か女性より有意

に(p<0.05)陽1刈率か高かった．金油町ても 40歳代以

降ては男性の方か女性より阻性率が高かったが有意差は

なかった．

w 考 察

今回の東由利町と金浦町では， 平均7.4％の抗体陽性

率を示したが， 抗体陽性率の高い東由利町でも 8.4％で

あった．しかし， 20から 30歳代では約20%と閻率にな

るので， ＂地域全休の抗｛本間骨率”には，既報 1)でも逹ベ

たとおり年齢構成が影響していた．従って陽性率から地

域性を検討する場合，同一年代に限定するか標I化化によ

る補正か考えられる．しかし，年齢I：特級別抗体陽性率

データは得られていないので，今回は同一年代による抗

体陽性率の違いで地域性を比較した．

スギ花粉 lgE抗体産生及び花粉症発症には環境咬因

や追伝的要因等の囚子か関与している．環塙要因につい

ては，①スギ化粉予そのものが近年魚速な妍加傾向にあ

ること阿②lgE抗体産生に関し Adjuvant作用を示す

DEP (Diesel Exhaust Particulate)を排出するディー

ゼル車か増加傾向にあること 3)などが主な宍因としてあ

げられている．また， IgE抗体を産生する生体側の要因

として③遺伝的要因がこれらの患者増加に関して抑制の

原囚｛こなっているこどや，抗体韮性能が老化によって

低卜するごと 5)などが報告されている．

今回の結果では，両地域の 20~30歳代の抗体陽性率

の差は小さく，有忌差は見られなかったが， 50歳代及び

60歳代の中高年齢者ては東由利町の方か有点に高く

なっていた．しかし，若年層では対象者数が少ない年齢

階級があること，及び免疫応答能が中高年層に比較して

高いと思われる事などから地域五岱小さかったものと推

定された．

今日の両地域の抗体陽性率を中高齢者 (40歳以上）に

ついて見ると，東由利町が金浦町より高い値になってい

る．一方， これらの中向齢名の抗体陽I炉卜率か若年者より
低かった））』因としては，若年期に保有していた抗体が九[I

齢と共に低下したごと，または抗原感作があっても抗体

産性能が低いために抗体が上がらないことなどか考えら

れる．しかし，いずれにしても＿三つの地域において抗（本

陽杜率の差は抗原感作爪の迩いに起因すると思われた．

榎本たち6)はスギ抗体陽性者が山間部に多く海岸部に少

ない事を報告しているか，今回の調査でもほとんど全て

の年齢階級で同様の傾向がみられたことから東由利町で

ぱ令浦町に比佼してスギ花粉感竹量が多いと推定され

た．

性別による比較では，既報1)と同様に例数の少ない群
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を除くと両町とも男性の方か女性より抗体陽性率が高

く，東由利町の 30歳代から 70歳代で有意差(p<0.05) 

を示した．

また，今回の調査では 10歳代については例数が 1件

と少なかったか，花粉症の発症年齢の若竹化が報岩され

ていること”などから，今後はこれら低年齢層について

謂査を行い，花粉感作と抗体保有及び発症の実態につい

てさらに追究して行く考えである．

V まとめ

1. 山間部の東由利町のスギIgE抗体陽性率は8.4%

で，沿岸部の金浦町の 3.7%に比較して有忘に高かった．

2.抗体陽竹率の差（ま， 40歳代以降の中宜年屑のほう

が20~30歳代より大きかった．

3.性別では，男t4の方が女性より高く東由利町でに
有意差があった．
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